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3 月 そろパソ通信 第 162号 

春休みが明けたら、いよいよ新年度です。この時期は卒業や入学といったイベントがあり、春の訪れとともに気持ちも 

一新してさぁ～頑張るぞ～という感じで気分が盛り上がりますね…。 

ところで、日本では 4月～3月の 12か月間が学校の 1年間となっていますが、アメリカ・イギリスは 9月～8月、オーストラ

リアは 1月～12月、お隣の韓国は 3月～２月が学校年度となります。世界主要国は圧倒的に 9月から始まる国が多いです。

実は日本でも明治時代に 9月スタートとした時期もありましたが、その後、諸事情により現在の 4月に変わったようです。 

 

この春には初めての読み上げ算大会を開催します。 

そろばん・あんざん・英語を使った読上げ算。全神経を集中して挑んでみましょう。 

 

第一部は０９:００～１０：１５ 第二部は１０:２０～１２：００ 

第一部は低中学年や入塾して日が浅い生徒が中心（但しそろばん６級以上の生徒対象）、 

第二部は一定の実力のある生徒が中心となります。 
 

★ 参加費用 … 無 料   

★ 開 催 日 … 4 月 23 日（日） 

★ 場  所 … 高 見 教室（駐車場はありません） 
 

近日中に教室での読み上げ算練習を開始します。 

参加資格のある生徒は出来るかぎり参加しましょう！ 

＊数字を使ったゲームも開催するよ！ 

 

夏休みパチパチ競技会や東三競技会でおなじみの読上げ算。今回は読上げ算オンリーの大会を開催します。 

出題問題は、ソロバンを使う読上げ算、ソロバンはＮＧの読上げ暗算、英語版読上げ算の３種類。 

問題はこれから作成しますが、それぞれ２０問ずつ計６０問（６０点満点）で競い合う予定。 

読上げ算の最大の特徴はとにかく一瞬も気が抜けない点です。紙の上にある問題なら、 

「あ～お腹減ったなぁ～」と余計なことを考えても、すぐにアタマを切り替えて問題に戻ってくることが可能で

すが、読上げ算の場合はふと何か違うことを思い浮かべたら、その時点でもう脱落してしまいます！アタマの中

をまっさらにし、全神経を耳と指先に集中して臨むことが大切です。 

読み手（先生）が読み上げる数字を正しく耳で聞き取り、それを０．５秒遅れでソロバン上の珠

に変換して置いていきながら、その瞬間に同時に読上げられている次の数字を聞き取る、という作

業を連続して繰り返していくのが読上げ算です。無我夢中で必死についていって正答にたどり着く

と、やったぁ～と踊りたくなる程に達成感や満足感があるはずです☺ また読上げ算がある程度出

来るようになると、ペーパー上の見取り算が苦手な生徒も克服できるようになります。 

そろばん業界では数年前から英語読み上げ算が注目され始めており、日本各地やオンラインで定期的に大会が

開かれています。日本語でも難しいのに英語なんて絶対ムリ！と感じる人もいるでしょうが、必ず出来るように

なります。最初は戸惑う生徒が多くいますが、少しずつ耳が慣れていきます。ポイントは日本語に直さずそのま

ま英語としてインプットすること。’two hundred eighy five (285)’ と聞こえたら「えっと、hundredが二つだ

から２００で、eighyは８０だから…」とやっていたらまったく歯が立ちません。日本語と同様に英語をそのま

ま珠に置き換えていきましょう。グッドラック！ 

 


